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経営理念と推進体制 

持続的発展に対する認識 

　当社は、「環境」「社会」「経済」のトリプルボ

トムラインを重視し、経営基盤の強化、企業価値

の向上に努めています。 

　環境保全に関しては、地球市民の一員である

という認識に立ち、２００２～２００４年度までの環境

中期計画「ブーア（Blue Earth）２１＊１」を達成す

るための活動に取り組んでいます。事業活動や

石油製品の環境負荷低減をはじめ、環境技術

開発、お客様と一体になった環境保全活動など

に取り組むとともに、情報開示を通じて社会との

コミュニケーションを推進しています。 

　また、エネルギー産業の一員として、石油製品

の安定供給という社会的責任を果たすとともに、

事業活動を通じて経済価値を創出してきました。

２００３年度からは、収益力の強化とお客様満足

度の最大化を目指す「連結中期経営計画」をス

タートさせました。２００５年度までに５６５億円の収

益改善を目指しています。 

　さらに当グループでは、社会の一員として公正

かつ誠実に行動することの重要性を認識し、企

業活動におけるコンプライアンス（法令遵守）の

さらなる強化を図りました。 

地球と人間と社会の調和と共生を図り、 
無限に広がる未来に向けて持続的発展を目指します。 

＊１ 詳細と進捗状況は９ページを参

照。 

＊２ ４０ページを参照。 

コスモ石油経営理念 

私たちは、地球と人間と社会の調和と共生を図り、 

 無限に広がる未来に向けての持続的発展を目指します。 

 

─調和と共生─ 

・地球環境との調和と共生   

・エネルギーと社会の調和と共生　　・企業と社会の調和と共生   

─未来価値の創造─ 

・顧客第一の価値創造   

・個の多様な発想による価値創造　　・組織知の発揮による価値創造　　　（抜粋） 

◎コスモ石油グループ企業倫理規程 
○コスモ石油グループ企業行動指針

＊２
 

安全と環境に関する行動指針 

●安全操業 

　・安全、安定操業の維持発展を最重要課題の一つを位置付け、可燃物、高圧ガスなどを取り扱う事業

　　所においては、従業員のみならず、地域住民の安全の確保を図るとともに、地域社会との共生に努める。 

●環境保全活動 

　・地球環境問題を最重要課題の一つと位置付け、積極的に環境保全に取り組む。 

　・資材購入、製品の開発・製造・物流・販売および廃棄等の事業活動のあらゆる過程で、省資源・省エ 

　　ネルギーや汚染物質排出削減に取り組み、環境負荷の最小化を図る。 

　・より環境負荷の低い製品の開発や新エネルギー事業など環境保全型の技術開発に積極的に取り組む。 

　・廃棄物削減・リサイクルに積極的に取り組み、循環型経済社会の構築に寄与する。 

　・国内外を問わず、環境技術の移転や自然保護活動への支援を積極的に行う。 

社会とのコミュニケーション 

◎ずっと地球で暮らそう。 

社会から存続を期待される企業であるために、企業市民

として、石油事業の枠を超えて、地球のために今できるこ

と、今すべきことを、着実に実行します。

お客様へのメッセージ 

◎ココロも満タンに 

お客様に選ばれるエネルギー企業であるために、「エネ

ルギーの安定供給」を通じて、お客様が、心豊かに毎日

の生活を送ることができるようサポートします。 
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経営理念と推進体制 

企業倫理推進体制 

　２００３年４月、「コスモ石油グループ企業倫理規

程（企業行動指針）」を制定・施行するとともにこ

れを円滑に運用するため、コスモ石油株式会社

社長を委員長とする「コスモ石油グループ企業倫

理委員会」を設置しました。また、委員会の運営

を補佐する「コスモ石油グループ企業倫理推進室」

を開設し、同推進室内に「コスモ石油グループ企

業倫理相談窓口（ヘルプライン）」を設置しました。

さらにグループ会社でも、各社の社長を企業倫理

推進責任者として企業倫理の推進を図り、より社

会から信頼を得られるグループを目指していきます。 

環境推進体制 

　環境保全の取り組みを強化・発展させるべく、

２００２年度より全社を統括する当社独自の環境

マネジメントシステムを導入しました。また、環境

保全推進組織である「地球環境委員会」と安全

対策推進組織である「総合安全対策本部」を常

務会のもとに組み入れることにより、環境課題お

よび安全対策に関する会社の意思決定を明確

化し、PDCAサイクルを効果的に回すことができ

る組織体制を構築しました。 

リスクマネジメント 

　当社は企業の社会的責任の基本として、リス

クマネジメントに取り組んでいます。総務部が中

心となって、すべての事業活動において想定さ

れるリスクを洗い出し、影響評価やリスク対策を

行う一方、毎年、監査室が進捗状況を監査し、経

営陣に報告するとともに、さらなるリスクの洗い出

しにつなげています。2002年度は、各種規程の

見直しを開始しました。 

総合安全 
対策本部 

企業倫理相談窓口 
（ヘルプライン） 

取締役会 

株主総会 

常務会 

地球環境委員会 
委員長　企画１部担当役員 

 

企業倫理委員会 
委員長　社長   

 

Cｈｅｃｋ 
活動の評価 

物流管理部 販売部 

監査役 

技術部 各部 研究開発部 

中央研究所 
製油所 
ISO１４００１ 

油槽所 支店 

Pｌａｎ 
中期計画・年度計画 

Dｏ 
活動の推進と支援 

Aｃｔｉｏｎ 
計画の見直し 
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●企業倫理 
社長を委員長とする「コス

モ石油グループ企業倫理

委員会」および「コスモ石

油グループ企業倫理相談

窓口（ヘルプライン）」を

設置しました。 

●環境保全 
全社を統括する当社独自の

環境マネジメントシステムを

導入し、PDCAによる継続

的改善を推進しています。 

企業倫理・環境推進体制 




